
　当寺は城山丘陵の中腹にあり、輪足山松林院と号する天台宗の勅願寺である。門前
には加藤清正により開かれたと伝えられる築地井手が流れている。
　創建年は和銅２年（７０９）覚仏の開基説や天慶元年（９３８）澄慶の開基説など諸説あ
る。本尊は千手観音立像で、脇侍不動明王立像、毘沙門天立像と絹本箸色不動明王
画像は、いずれも県指定重要文化財である。
　現在の本堂（間口３間×奥行５間）１５坪と庫裏（間口７間半×奥行３間）２２．５坪は、
文政２年（１８１９）に再建されたもので、境内には元弘塔（１３３１～３４）、建武塔（１３３４
～３８）、応永塔（１３９４～１４２８）、永享塔（１４２９～４１）、寛正塔（１４６０～６６）など１０
基の塔石がある。
　『寺縁起』には天禄元年（９７０）に菊池一族とみられる名の政高なる人物が、郡司とし
て寺に田地を寄進している。『国軍一統誌』は「延久４年（１０７２）菊池則隆再興」と記
し、盛時には３６坊が建ち並んだとある。
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指定日　昭和５１年１１月２５日

所在地　菊池市亘


